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代表的な植物ホルモンであるインドール酢酸（オーキシン）は、植物や多くの微生物で生産されることが知られている。当

時、インドール酢酸はトリプトファンからインドールピルビン酸を経由する経路（インドールピルビン酸経路）を主要経路と

して合成されるものと考えられていたが、その経路は明らかにされていなかった。本研究では、生育の良いキュウリの根から

単離されたエンテロバクター・クロアカという根圏微生物がインドールピルビン酸経路でインドール酢酸を生産することか

ら、その生合成遺伝子を単離したところ、インドールピルビン酸デカルボキシラーゼという全く新規な酵素の遺伝子をコード

していることが分かった。また、インドールピルビン酸経路はインドールピルビン酸デカルボキシラーゼ遺伝子によって制御

されていることが明らかとなった。

　その後の研究から、根粒菌などインドール酢酸を生産する微生物のほとんどがインドールピルビン酸経路によってインドー

ル酢酸を生産し、インドールピルビン酸デカルボキシラーゼ遺伝子によって制御されていることが明らかになっている。
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